
6 治水•利水・環境のバランスが取れた川づくり
ニ蹂零閉翡忠嵩

土木環境プログラム教授
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出身：東京都大田区
趣味：釣りアクアリウム
講義：河川工学、水理学、応用数学等

ひとこと
机上だけで考えるのではなく、実際の川や山の様子を
観察することから研究が始まります。授業や研究室での
生活を通して豊かな感性を養ってください。

研究内容
治水のしかた・在り方に関する研究
► 水害の規模を予測し、その被害軽減をはかる
実際の河川の地形、雨量のデータに基づいて河川で生じる洪水を予測
し、適切な治水（水害を軽減すること）策を考える

► 現地調査とコンピューターシミュレーション
実際の河川や湖で計測してデータを取得⇒得られたデータを再現するよ
うシミュレーションモデルを調整⇒様々な条件を与えて対策検討
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現地調査の様子（椎葉村） 延岡市北川の霞堤位置と

川が運ぶ土砂の量の観測と予測 その氾濫シユレーションの例

► 河原や川底にある士砂の粒の大きさをドローンや人工知能を使用し
て評価する手法の開発

► 川底やダムに堆積する土砂や濁りの強さを予測する技術を開発し、
河道閉塞による洪水氾濫や濁りによる河川環境悪化を防ぐ

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► 気候変動により激甚化する水害を予測し、その対応策を考えること
で人々 の生命や豊かなくらしを守ります。

► 人間社会からの視点だけでなく、環境にも配慮した河川管理手法に
ついて学びます。

► 水にかかわる問題は世界中に存在し、様々な場所で、多様な立場
で仕事をしていくことができます。
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6 水をきれいに！人にも瑯境にも安心•安全な水づくり
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出身：京都府
趣味：サンプリング
講義：水環境、水処理工学
専門：水環境工学

ひとこと
生命にとって、きれいな水は不可欠です。美しい川や海
は、なぜか人の心を安らげます。山～川～海のつながり
を理解して、安心•安全で美しい水環境にしていこう。

研究内容
水環塙に潜む病原微生物や有害物質の超高感度検出・分析
► 安全な水を供給するため、極微量でも健康被害を引き起こす病原
微生物と見つけ出し、遺伝子情報から発生源を突き止めます。

► 世界初のOnly Oneの方法で、水中の微生物や微墨化学物質を泡
にくつつけて濃縮し、分析します。

超高速で水道水を造る，下水を浄化する水処理技術
► 水を処理する工程に、あえて重たい砂や鉄粉を加えることによって、汚
れを重たしU鬼にして超高速で沈殿させます。

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► 安心安全な水資源・水環境を創り出します。
► きれいな水道水を小さなスペースで造り、人々 に供給できます。
► 汚れた水から瞬時に汚れを除去して、水循環のサイクルに戻せます。
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フィールドは宮崎県内から世界遺産までさまざま。現場で起きている問題の解決策を
ドローン等の機材を用いた観測とコンピューターによる数値計算、衛星画像解析などを
駆使して探していきます。

6 持続的な地域づくりに貢献する地盤技術
ニ蹂写招翡俎累烙

土木環境プログラム教授
末次大輔
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出身：佐賀県鹿島市
趣味：スポーツ観戦
講義：地盤工学I,弾性力学，他
専門：地盤工学

ひとこと
社会基盤の土台を担う地盤工学をとおして，未来の
人々 の豊かで安全・安心な苔らしに役立つ技術をいっ
しょに考えましょう。

研究内容
固化処理地盤の健全度調査方法の闘発
► 軟らかい地盤が構造物を支えることができるように、セメントなどの固化
材を混ぜて強化した地盤の健全度を、振動を使って調べる方法を開
発しています。

► 固化材を混ぜて強くした改良地盤が経年劣化していく状態を予測す
る方法を開発しています。
木材を用いた軟弱地盤の補強技術の開発
► 軟らかい粘士地盤を木杭や、木を組み合わせた筏（いかだ）で補強
し、地盤を強くする技術を開発しています。木を補強材として利用す
る様々な効果を調べて、設計法を提案します。
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固化処理土の海水浸透・劣化実験

.. J面l_
処理土内部を伝わる弾性波(]j,則定

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► セメントや石灰を使って強化した地盤は長期にわたって少しずつ劣化
していきますので、適切な維持管理や補修に役立ちます。

► 木材は空気中の二酸化炭素を吸収して成長しますので体内に二酸
化炭素を蓄えています。木を使って木をまた植えることは気候変動の
緩和に貢献します。さらに、木は地盤の中で使用すると腐ることなく半

永久的に使用することができますので、メンテナンスフリーの地盤を強
化できます。

► 様々な構造物を支える地盤、地震や豪雨による地盤防災の基礎を
学ぶことができます。
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村上菩介

沿岸域の防災と環境保全への取り組み 日目酉

耐 瓢日
筏と列杭基礎の実施工実験

出身：千葉県市原市
趣味：ジョギング
講義：水理学I,沿岸環境防災工学、
海岸環境工学特論，他

専門：海岸工学，防災工学

ひとこと
土木工学は私たちの生活の基盤を支える技術分野。
人々 の生活の安全や安心を支えるエンジニアになろう。

研究内容
津波や高潮，高波による災害から沿岸域を守るたal)0)技術開発
► 日本は四方を海に囲まれ人口や資産のほとんどが低平地の沿岸域
に集中しています。津波や高潮 高波による災害に対して脆弱な国
土環境において，安全で安心な私たちの活動空間を確保するため
の技術開発を進めています。

海岸侵食から国土を守るための技術開発
► 沿岸域や河川流域の開発によって砂浜が失われる現象（海岸侵
食）が進行しています。また，気候変動にともなう海面上昇によって
海岸侵食は更口川速し，砂浜の消失が深刻化する危機にあります。

自然豊かな砂浜を保全するためのモニタリング技術や対策技術の
開発を進めています。

砂浜が侵食されて埋設管が
露出（宮崎海岸）

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► 津波や高潮，高波によって引き起こされる現象は複雑な流体運動
として取り扱われます。実験や数値シミュレーションを活用した研究を
通じて沿岸域で生じている流体運動の理解を身につけるとともに，そ
の研究成果は安全で安心な沿岸域を確保するために役立ちます。

► 砂浜の地形は，波浪の影響を受けて日々変化するとともに，河口
付近では河川の流れも影響する複雑な土砂移動現象として取り扱
われます。現地調査やデータ解析を活用した研究を通じて沿岸域で
生じている土砂移動現象の理解を身につけるとともに，その研究成
果は自然豊かな砂浜の保全に役立ちます。

門曰疇月
従来よりも小さな構造断面で
越波を阻止する護岸の開発

浜崖の後退を抑止するための
対策技術（サンドパック）

現地での施工事例
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